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ThetidalnotchandtheseacaveswhichcutintotheNamigataLimestoneissituatedin240mabovesealevel,
lbaraCity.ThenotchassocciatestheNamigataTerrace200mto240mhigh Thesegeomorphologicalfeatures
indicateaneventofhighsealevel.Howevertheageoftheeventhasnotbeenmown.
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Ⅰ. はじめに
岡山県南西部に位置する井原市浪形は旧山陽道沿
いに東西に流れる小田川の北側にあたり,吉備高原の
南縁に位置する (第 1図).昭和 46年,この地の地元
老人有志により 8年の歳月をかけて洞窟が発掘され
た.洞窟の大きさは,奥行き 10m.天井までの高さ
5m.横幅は入り口付近で約 1m,最深部で約 40cm.
壁面を構成する岩石は石灰岩からなり,洞窟内部およ
び周辺部の壁面には,水平方向に連続性の良いくぼん
だ形状が観察された.
この形状は,ノッチと呼ばれる海食地形であり,
現在の海岸線でも普通に観察される.今回,報告する
ノッチは標高 240m の丘陵地においてみつかったも
のであり,地質時代における海岸線を保存したものと
して興味深い.
ちなみに,母岩を構成する岩石は浪形岩として知
られている.古墳時代には石塔や石棺として広く用い
られており,県内の古墳でよく出土する.
浪形岩の岩質は,貝類などの遺骸が密集して形成
された石灰岩であり,長らく新第三紀中新世の海成堆
積物であると考えられてきたが (矢野ほか,1995a,b)
最近の板紙類化石などの研究によって古第三紀を示
唆する成果が得られている (瀬戸ほか,2000).
今回の海食地形の発見は,古第三紀以降の海水準変動
を研究する上で重要である.
ⅠⅠ. 地形概要
浪形周辺の吉備高原では大きく2つの平坦な地形
が識別できる (第 1図).吉備高原の山地の頂部をな
す吉備高原面とそれより低位で小田川に下る斜面上
に形成されている面である.浪形では後者の山地側の
端に問題のノッチが存在する.この後者の面を浪形面
とよぶことにする.
吉備高原面 : 山地の頂部をなし,一般に標高は
300-350m の範囲で揃 う.この面は連続的に標高
400m を超える高さまで達することがあるが,標高
250m以下までは連続しない.開折が進み細長く尾根
部に残っており,分散して分布するが,吉備高原上を
広範囲に追跡できる.
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第1図 ノッチ轟頭位置及び浪形地域周辺の吉備高原における平坦面分布
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浪形面 : 吉備高原南縁の斜面上にある.標高は
200-240m で北の吉備高原側のほうに高くなる.浪
形では浪形面の最も吉備高原側で,地形面の標高が最
も高い位置にノッチが存在する.開析が進み小規模に
分散して分布するが,吉備高原南縁に沿って追跡でき
る.
ⅠⅠⅠ.ノッチの形態と特徴
位置 : 岡山県井原市浪形
北緯 34度 37分,東経 133度 31分
標高240m
岩質 : 古第三紀石灰岩
形状: 第2図に海食洞の全景写真とノッチの断面図
により構成したダイアグラムおよび断面図を示す.
ノッチの形状は,A,B,C,Dの4カ所で測定した.
ダイアグラムはその位置関係を示す.第3図に各
断面におけるノッチの形状を示す.形状は高さ〃
と深さDで表し,Hはノッチの上端から下端まで
の垂直方向の距離,Dは上端から最深部までの水
平方向の距離と下端から最深部までの水平方向の
距離を足して2で割ったものである.各ノッチの
HとDの値を表 1にまとめた.海食洞入り口付近
のA,D,および海食洞内部のB,Cのノッチの対
応がよい.A,DのノッチはB,Cの上部ノッチと
対応 し,洞窟内部のほうが外部よりノッチの位置
がやや高くなっている.また南側壁面よりも北側
壁面のほうがノッチの位置がやや高くなる傾向が
ある.
A: H = 2.2m D = 0.8m
B: Hl = 1.15m Dl = 0.4m
H2 = 0.7m D2 = 0.2m
CI Hl = 0.8m Dl = 0.25m
H2 = 0.65m D2 = 0.65m
H3 = 0.8m D3 = 0.2m
H4= 0.7m D4 = 0.3m
D: H = 1.2m D = 0.8m
表 1.ノッチの形状 (〃は高さ,βは深さ)
ⅠV.考察
海岸の侵食地形であるノッチは相対的海水準のレ
ベルを示す証拠であり,ユースタシーやテクトニクス
の変動を知る手がかりにもなる.浪形ではこの地形が
表土で覆われることによって保存されていた.ノッチ
と浪形面との位置関係から,浪形面はノッチ形成時期
の波食台の可能性がある.すなわち現在の標高240m
まで海進があったことが推測される.
この海進に伴 う地層は今のところ兄い出されてい
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ない.そのため海進の時期を示す直接的証拠は得られ
ていない.侵食を受けた石灰岩がおそらく古第三紀と
考えられていることから,ノッチの形成はそれより新
しい.また浪形面は吉備高原面より低位であるため,
ノッチの形成も吉備高原面形成より新 しいと考えら
れる.おそらく更新統のある時期であろうが不明であ
る.
海水準とかかわる河床高度の指標として鍾乳洞な
ど洞窟の高度がある.岡山県北部新見市から北房町に
かけて分布する阿哲石灰岩には,標高 250-300m の
谷合面 (段丘面)に伴う洞窟が知られている (阿哲団
体研究グループ,1970).
阿哲石灰岩地域は浪形地域より上流側になるので,
浪形面 (200-240m)と谷合面 (250-300m)は対応
する可能性がある.大平洋側の高知県でも標高 100-
300mに多くの洞窟が存在 しており,このような高海
面時期の存在が示されている (満塩,2000).
浪形のノッチは地層の顕著な形成を伴わない海進
を示す地形的な証拠である.今後ノッチが形成された
時代や地史的意義について検討が必要である.
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第3図 ノッチの形状
